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　衣食住のすべてに事欠く昭和 23 年、吉川逸治先生が出
版された『中世の美術』（東京堂刊）に引用されている 17
点のアクソメ投影図により、私は初めてショワジーの『建
築史』の存在を知った。2 巻・1,000 ページを超える大著
なので、ヴィオレ・ル・デュクがこの『建築史』に与えた
影響を調査したほかは、必要な個所を拾い読むことしかで
きなかった。
　本書を訳出された桐敷氏は西洋建築史研究の開拓者の一
人で、D. ワトキン著『建築史学の興隆』（1993 年、中央
公論美術出版刊）を翻訳され、P. L. ネルヴィ監修『図説世
界建築史』（全 16 巻、1996 ～ 2003 年、本の友社刊）を
監修・訳出された学究である。氏の著作は充実した内容を、
平易で滑らかな文で表現される点で定評を確立している。

　簡潔だが読者を引き付ける力をもつヴィオレ・ル・デュ
クの文章に比べて、ショワジーの文章は簡略に過ぎるため
理解しにくい点がまま見受けられるが、これらの難解な部
分も論理的に訳出されている。膨大な翻訳に加えて多年の
経験から、訳者はショワジーの『建築史』に認められる幾
つかの欠陥を是正された。
　その第 1 は索引の新設で、これによって本書の使用価値
は倍増する。その第 2 は本文中の図版に表題と出典を加え、
必要に応じて解説を補足した点である。表題と出典（また
は著者名）は原書の巻末に目次と兼用して列記されてい
たが、これを本文中に移して読者の便宜をはかったうえに、
2 巻を通じて図版に一連の番号を与え、図版の位置を明確
にした。その第 3 は引用された建物の名称や地名を現在の
呼称に改めると共に建設年代を加えたほか、文中に多数の
訳注を加えた点である。
　なお本訳書の巻頭に『オーギュスト・ショワジーとその

「世界建築史」』と題する 30 ページ余りの詳細な解説を加え、
ショワジーの生涯と業績、『建築史』の構成と特色、世界建
築史としての本書の位置について述べ、ショワジーの著作
とショワジーに関する文献一覧を末尾に掲げている。

充実した古典建築書の、
平易で滑らかな定評ある訳業

飯田 喜四郎（明治村館長）
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ギリシア神殿 477

　しかし、こうした実例は稀である、とも彼は付け加えている。ローマにはまった
く存在せず、アテネにはただひとつ、八柱式のゼウス・オリュンピオス神殿（前
515 頃起工、前 510 頃中絶）がある。ただし、ハドリアヌス帝の治下に再建され
た現在のゼウス・オリュンピオス神殿（後 132 完成）に、ウィトルウィウスのテ
キストの応用例を求めてはならない。ウィトルウィウスは、彼の時代に存在してい
た建物、建築家コッスティウスが建てた建物（前 174 起工、前 164 頃中絶）につ
いて語っているのであり、その神殿は正面八柱式で、屋根なしであった。

　セリヌンテのアポロ大神殿GTも、そのような屋根なし式であった（図 324）。
その平面図Mは、ウィトルウィウスがあげた特徴をよく示す表現を再現している。
そこには、ケルラの左右に、プロナオスとオピストドモスを結んでいるギャラリー
が見いだされる。このギャラリーは三階建になっていた。また、これら左右のギャ
ラリーが、その中間に一枚の連続的な天井を支えていなかったことは確実である。
というのは、ギャラリーが寄りかかっている壁、つまりケルラを囲んでいる壁の

図 324　セリヌンテのアポロ大神殿 GT の屋根なしケルラの再構成
（イットルフの記録の解釈による）
M. ケルラの平面図
n. ケルラの壁の上端部に付けられたコーニス

第 2 章　エジプト36

れる予定の地下室に下ろされてゆく途中の状態のままになっている石棺を見いだし
た。すなわち、この地下室には大量の砂が満たされており、運搬を完了するには
その砂を除去しさえすればよかった。そのほかに、大プリニウス（後 23-79）が、
ギリシアとエジプトとの最初の交流と同時代の建造物、エフェソスのアルテミス神
殿（前 560 頃）について、砂袋の使用をはっきりと記述している。
　図 25 は、こうした手段を説明している。

　一例として、アーキトレイヴの据え付けを取り上げてみる。上の図は、円柱の頂
部と同じレベルで水平にならされた盛り土のテラスを示している。R と記したとこ
ろに、コロの上を進行中の石材が示されている。S と記されたところで、コロが砂
袋に置き換えられる。砂袋を空にしさえすれば、石材は滞りなく所定の最終的位置
に下ろされる。

オベリスクの場合

　オベリスクの場合を考察してみよう。石切場を出発し、石材を所定の場所に据え
付けるまでをたどってみることにしよう。
　採掘法についての証拠は、アスワンの石切場に残っているが、採掘は、花崗岩の
塊に刻まれた溝と、その溝に打ち込まれたブロンズのクサビの助けを借りて行なわ
れる。
　削り出しは、基準線となる縄を使って行なわれる。ここでもまた、縄は湾曲した
形を残している。ルクソール大神殿のオベリスク（第 19 王朝）は、二本とも、相
対する二面がそれぞれ 図 26 の A が示している方向、すなわち基準線となる縄が
曲がった方向に沿って内側に湾曲している。

［訳注：ルクソール大神殿の第一パイロン前の二本のオベリスクのうち、西側にあった一本
（22.8m、220 トン）は、1829 年にエジプト副王メフメット・アリからフランスに寄贈され、
1833 年、パリのコンコルド広場に立てられ、ルクソールには東側の一本が残っている。］

図 25　神殿の建造におけるプラットフォームの構成
	 S. コロを砂袋に置き換えた状態の石材
	 R. コロに載せられた石材
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